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2020 年 3 月期３Q 決算説明会 Q＆A サマリ 

                                         2020 年 2 月 4 日 

【FY19 ３Q 実績 および FY19 業績予想】 

Q ３Q の粗利率改善と販管費について詳細を伺いたい。 

A 粗利率については、コストダウン効果のほか、特に日本および中東を中心に JOB の粗利率が改善されたことが上振れの要

因。販管費は、戦略費用のほか、一時的な費用として、貸倒引当金計上、資産計上処理の修正および国内外で少し構

えを大きくしたことによる費用増がある。販管費増を粗利率改善でカバーしている。 

 

Q 業績予想修正における為替および KBC の影響について伺いたい。 

A 今回修正した業績予想における受注については、FY18 の実績との差異 140 億円のほぼ全額が為替の影響と考えていた

だいて良い。営業利益予想の修正についても為替の影響がほとんど。KBC の営業利益の計画未達については他でカバーで

きており、営業利益予想修正への影響はない（もともと、連結の営業利益に与える影響は大きくない）。主に為替の影響

により業績予想を修正したが、為替を除いた実質ベースでは４Q も堅調に推移するとみており、当初の予想に対して予定ど

おりということである。 

 

Q 通期の営業利益増減要因のうち、粗利の増加について伺いたい。 

 （前年４Q の一時的な費用が発生したこととの対比で。） 

A 増収および粗利率改善による増益のうち、粗利率改善の部分は 13 億円程度になり、４Q のみでみると、粗利を厳しく見

積っている形になる。これは、粗利が赤字となるようないくつかの戦略 JOB を取りに行く可能性も含めて少し保守的にみてい

るためで、できれば上振れを目指したい。 

 

Q FY20 の事業環境や見通しについて伺いたい。 

A 新型コロナウイルスその他のリスクが少し強まっている感触を持っているが、受注残が積みあがっていることから、売上はよいスタ

ートができるのではと考えている。受注については、業種・地域により濃淡があると考えている。業種別では、基本的にダウンス

トリーム、ケミカルおよび日本の食品・医薬品が引き続き堅調とみているがリファイナリーはかなり厳しいとみている。営業活動

をしっかりやり、受注を伸ばしていきたい。 

 

Q 新型コロナウイルスの影響について伺いたい。 

A 新型コロナウイルスが発生するまでは、中国のプロセス産業はケミカルを中心に非常に好調。現在は、春節に続き中国政府

側の指示により我々も経済活動ができていない状態であり、情報収集中である。短期間で経済活動が整えば、今年度のリ

カバリーができる範囲と考えるが、その先の影響について、今はまだ見通せない状況。 

 

Q サウジアラビア基礎産業公社（Saudi Basic Industries Corporation 以下 SABIC）との戦略的アライアンスについて

伺いたい。 

A このアライアンスは、我々が Trusted Partner として SABIC に対し７年間という長期にわたり制御システムおよび安全計

装システムについて優先的に供給していくというもの。 世界的な大企業である SABIC に貢献をしていくということで、中東以

外のナショナルオイルカンパニーやメジャーアカウントへの展開も含め、今後もビジネスチャンスが広がっていくと考える。 

 

Q 最適資本構成および自社株買いについて伺いたい。 

A 基本的に TF2020 で打ち出している資本政策、財務戦略から大きく方針を変えているわけではない。我々のビジネスモデル

は、お客様から約 30 年という長い間お付き合いをいただける信用の下に成り立っており、海外の競合との相対比較において

も相当の資本力が求められる。TF2020 で掲げる通り、キャッシュの使い道は、積極的に戦略投資に充てることを第一優先と
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している。それが想定どおりに進められないような場合は、自己株式取得についても、投資アイテムとして検討する必要があると

考えている。 

 

【KBC グループについて】 

Q のれん等減損損失計上の背景を確認したい。 

A 現状の売上や受注残の状況から KBC の今期の計画未達が見えてきたため、減損損失を計上することとした。会計上必要

な処理は速やかに行い、早期にリカバリーしていく体制をとることが適切と考えている。 

 

Q KBC ののれん等減損損失計上により、FY20 の費用低減はどれくらいになるのか。 

A FY20 ののれん償却費の減少額が 9.6 億円となる。 

 

Q KBC ののれん等減損損失計上は今回で最後か。 

A 今回の減損会計でかなり厳格にみているため、リスクは相当少なくなっている。 

（今回の減損後の残高は、無形固定資産の 24 億円） 

 

Q KBC の事業環境や収益状況などの現状について伺いたい。 

A 受注は年間 100 億円程度とかなり回復してきているが、コンサルタントビジネスに時間がかかっていることもあり、受注先行の

状態で売上規模がまだ戻っていない。一方、KBC と YOKOGAWA のシナジー効果による受注が、年間 50 億円程度、

YOKOGAWA 側に入っている。現状では、KBC 単独というよりも、シナジー効果も含め全体として大きくリカバリーしたいと考

えている。 

KBC 買収後の事業環境の大きな変化として、原油価格の下落を受けたお客様のコンサルティングに対する投資の落ち込

みがある。ただ、YOKOGAWA は DX（デジタルトランスフォーメーション）を含めた新たな価値を作り始めており、KBC と

YOKOGAWA の質が合わさることによりお客様との関係も変化し始めている。それが収益性にも貢献してきている。 

 

Q KBC のリソース配分について伺いたい。 

A KBC のテクノロジービジネス（ソフトウェア）が非常に好調で順調に伸びている一方、コンサルタントビジネスの方が期待どおり

いっていない。リソース配分とアロケーションについて、KBC の中でプロジェクトを作って動いている状況。 

 

(注) 本資料で提供する情報のうち業績見通しおよび事業計画等に関するものは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前

提に基づいています。従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。なお、内容につきまし

ては、理解し易いように部分的に加筆・修正しています。 
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